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無線LAN IEEE802.11a/b/g対応
Network Display Adaptor

NetDA-1（AG）

診察台にPCを置きたいけど、導入費用がかかるし、場所がない。

カルテを見ながら会議したいけど、デスクトップPCを使っている。
また、データの持ち出しは危険

NetDA-1をディスプレイに取り付ければ、隣の部屋のPCを操作できます。

■NetDAからPCへ接続することによって、会議室にPCを

持ち込まなくても患者の症例を説明できます。

NetDAはディスプレイだけではなく、プロジェクタへ繋ぐことも出来ます。

Network Display Adaptor はディスプレイに画像や音声を無線で配信できる製品です。

一般的に広く使われているIEEE802.11b/g（2.4GHｚ）だけではなく、使用の少ない

IEEE802.11a（5GHｚ）にも対応しておりますので、他の無線との混線を防ぐことができます。

また、2つのUSBインターフェースがありますので、様々なUSB機器をつなげることができます。

例えば、マウスやキーボードと接続すると、隣の部屋にあるPCを遠隔で操作することができます。

■NetDA-１とは

病院にて 歯医者にて

■病院では

なぜ無線？

•ケーブルが不要になるのでレイアウト変更が簡単にできる。

•無線にすることで、患者がケーブルに足を引っ掛ける

心配がなくなる。

•配線工事費用が節約できる。

なぜsilex？

•プリンタ市場でのネットワーク対応実績NO.1

・国内メーカで、医療分野への導入実績があるから、安心。

•開発・設計・販売・サポートまで、全てsilexで行っているため、

万が一の対応にも迅速に、柔軟に対応。

会議室イメージ



ＪＢＣＣヘルスケア・コンソーシアム
【お問合せ先】 日本ビジネスコンピューター株式会社

ＪＢＨＣ事務局Tel：03-5714-5300 FAX:03-5714-5386
Ｍａｉｌ：mv_info@jbcc.co.jp

ＪＢＨＣホームページ http://www.jbhc.jp/
ＪＢＣＣホームページ http://www.jbcc.co.jp/

JBCC Healthcare Consortium

サイレックス・テクノロジー株式会社

構成図

導入事例

仕様

有線LAN 10BASE-T/100BASE-TX（自動認識）
無線LAN IEEE802.11a/b/g　当社製無線LANモジュール搭載（SX-10WAG)

Infrastructureモード/Adhocモード
無線セキュリティ WEP(64/128）、SSID、WPA-PSK（TKIP/AES)、WPA2-PSK（AES)

外部インターフェースポート RJ-45
USB2.0 Hi-Speed(Aタイプ）×2ポート

アナログRGB出力（D-sub15ピン）
ラインアウト（3.5mmステレオミニジャック）

表示機能 最大解像度　WUXGA(1920×1200）
特殊機能　表示モード：ミラー又はマルチ（移動）切り替え

　　　　　　　モニタ画像：　90°180°270°
対応OS 対応OS　Widows７（32/64bit）、Windows Vista SP1以降(32bit/64bit）

Windows XP SP2以降(32bit）
同梱物 本体、無指向性アンテナ、ACアダプタ、ゴム足（4個）

CD-ROM、セットアップガイド、保証書
動作環境条件 温度：0℃～40℃　　湿度：20％～80％RH(結露なきこと）

取得規格 VCCI　ClassA
外形寸法 W:155mm　×D:32mm　×　H:120mm（アンテナ、ゴム足、オプション品除く）

重量 310g（ゴム足、オプション品除く）
電源 ACアダプタ　AC-100-240V　50/60Hz

消費電力 24W （DC12V　2.0A)
オプション マウンティングブラケット（専用取り付け金具　VESA規格準拠）

縦置きスタンド
標準価格 ￥34,800（税抜）


